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第１回 「自動車運送事業安全対策検討会」

最近の交通事故発生状況について



事業用自動車による交通事故件数の推移

○ 令和４年中に発生した交通事故全体の件数（人身事故件数）は300,839件、そのうち、事業用自動車の交通事故件数※は23,259

件となり、過去９年間で半減。

○ 各モードの交通事故件数は、すべてのモードで減少傾向を示しているが、令和３年との比較では全モード増加。

〇 トラックの事故件数が増加している主な要因は、軽貨物の事故件数の増加にある。（P.８参照）
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※ 事業用自動車が第一当事者である人身事故件数

各モードの交通事故の推移交通事故全体と事業自動車の交通事故の推移

出典：警察庁「令和4年中の交通事故の発生状況」
（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

出典公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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事業用自動車による交通事故死者数の推移

○ 令和４年中に発生した交通事故全体の死者数は2,610人であり、そのうち、事業用自動車の交通事故死者数は228人（前年比

21人減）であった。

○ 令和４年の各モードの交通事故死者数は、タクシー・貸切バスは増加、トラック・乗合バスは前年より減少。
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各モードの交通事故死者数の推移

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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交通事故全体と事業用自動車の
交通事故死者数の推移

出典：警察庁「令和4年中の交通事故の発生状況」
（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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業態別の特徴的な事故（乗合バス）

乗合バスの事故類型 乗合バスの死亡事故類型

○令和４年事故類型別事故件数の内訳
（件数）

○令和４年事故類型別死亡事故件数の内訳
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（件数）

○ 交通事故全体の件数は近年横ばい傾向を示しており、令和４年は803件であった。事故類型としては、「車内事故」が全体の約

３割にあたる246件発生しており、最多。

○ 死亡事故の件数は減少傾向を示しており、令和４年は２件であった。事故を類型化すると、「横断中の歩行者との事故」及び

「工作物との衝突」であった。

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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業態別の特徴的な事故（貸切バス）

貸切バスの事故類型 貸切バスの死亡事故類型

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

（件数）

0

0

0

4

1

1

1

0

5

2

1

0

0

0

0

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

R4

R3

R2

R1

H30

人との事故 他車との事故 単独事故
○事故類型別死亡事故件数

（件数）

6

6

16

28

48

103

82

73

184

235

9

4

6

22

25

0

0

0

0

0

0 50 100 150 200 250 300 350

R4

R3

R2

R1

H30

人との事故 他車との事故 単独事故 列車

○令和４年事故類型別事故件数の内訳

（件数）
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○ 交通事故全体の件数は近年横ばい傾向を示しており、令和４年は118件であった。事故類型としては、「追突事故」の他、右左折

時等の衝突事故が多い。

○ 死亡事故の件数は近年１ケタ台で推移しており、令和４年は２件であり、出会い頭衝突と工作物衝突により発生したもの。

○令和４年事故類型別死亡事故件数の内訳

※令和４年の2件は、出合い頭衝突と、工作物衝突により発生したもの。
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業態別の特徴的な事故（タクシー）

タクシーの事故類型 タクシーの死亡事故類型

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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○ 交通事故全体の件数は近年横ばい傾向を示しており、令和４年は7,948件であった。事故類型は、「出会い頭衝突事故」、「追

突」「右左折時等の衝突」が多い。

○ 死亡事故の件数も近年横ばい傾向を示しており、令和４年は22件であった。事故類型は「路上横臥中」の人との接触が最も多

い。
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業態別の特徴的な事故（トラック）

トラックの事故類型 トラックの死亡事故類型

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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○ トラックによる交通事故全体の件数は近年横ばい傾向を示しており、令和４年は14,383件であった。事故類型は、「追突事故」が

全体の約４割にあたる5,944件発生しており、最多。

○ 死亡事故の件数は減少傾向を示しており、令和４年は196件（過去最少）であった。事故類型は、「横断中の歩行者との事故」が

全体の約2割強にあたる48件発生しており、最多。
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○ 軽貨物自動車による交通事故全体の件数は増加傾向を示しており、令和４年は5,012件であった。事故類型は、「追突事故」が

最も多い。

業態別の特徴的な事故（軽貨物）

軽貨物の事故類型 軽貨物以外のトラックの事故類型
○事故類型別件数
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○令和４年事故類型別事故件数の内訳
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○令和４年事故類型別事故件数の内訳

（件数）

出典：（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」
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飲酒運転による事業用自動車の交通事故

出典：警察庁「交通統計」
（公財）交通事故総合分析センター「事業用自動車の交通事故統計」

プラン2025削減目標

飲酒運転ゼロ

○ 事業用自動車による飲酒運転事故件数は、平成24年以降横ばいの状況が続いている。

○ 飲酒運転の根絶に向け、引き続き飲酒運転を未然に防止するためのルール作り等の取組が必要。

事業用自動車による飲酒運転事故件数の推移
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○運転者の疾病により事業用自動車の運転を継続できなくなった事案として、自動車事故報告規則に基づき報告のあった件数

は高止まりの状況。

○令和３年は健康起因事故報告件数のうち３割が交通事故に至っており、更なる低減が必要な状況。

乗合 （運転者数：約８万人）

貸切・特定 （運転者数：約５万人）

タクシー （運転者数：約２７万人）

トラック （運転者数：約８４万人）

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じたもの（人身事故等）

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じていないもの（物損事故等）

衝突・接触がなかったもの（乗務の中断等）

10

健康状態に起因する事故報告件数
（業態毎の件数）

健康状態に起因する事故報告件数
（報告内容毎の件数）

運転者の健康状態に起因する事故報告件数の推移

12 22 17 15 21 18 23 26 29
38

43 60 78 72 66 66 44
66

85

155
167

211 205

279
238

216
193

135

220

244

304 298

363

327

286 288

0

50

100

150

200

250

300

350

400

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3

41

124
108

143 140

192
167

115 114
16

15
19

18 22

27

27

16 11

39

46 62

68 52

46

56

50 53

39

35
55

75
84

98

77

105 110

135

220

244

304 298

363

327

286 288

0

50

100

150

200

250

300

350

H25 H26 H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3
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業態別の健康状態に起因する事故報告件数の推移

貸切・特定

タクシー トラック

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じたもの（人身事故等）

衝突・接触を伴うもので、死傷者が生じていないもの（物損事故等）

衝突・接触がなかったもの（乗務の中断等）

運転者数：約５万人

運転者数：約２７万人 運転者数：約８４万人

○乗合バス、貸切・特定バス、タクシーにおける健康起因事故報告件数は、高止まりの状況。トラックは増加傾向。

○バスの多くは事故に至らずに乗務の中断を実施している一方、タクシー、トラックでは約半数が事故に至っている。

（路線バス等） （観光バス等）

運転者数：約８万人
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健康起因事故の疾病別の内訳（平成２５年～令和３年）

○過去９年間で健康起因事故を起こした運転者２，４６５人のうち心臓疾患、脳疾患、大動脈瘤及び解離が３２％を占める。
○うち、死亡した運転者４２６人の疾病別内訳は、心臓疾患が５５％、脳疾患が１２％、大動脈瘤及び解離が１２％を占める。

計２，４６５人

12

健康起因事故を起こした運転者の疾病別内訳
（平成２５年～令和３年）

健康起因により死亡した運転者の疾病別内訳
（平成２５年～令和３年）

心臓疾患
（心筋梗塞、心不全等）

３６９人,１５％

脳疾患
（くも膜下出血、

脳内出血等）

３３９人,１４％

大動脈瘤及び解離
７７人,３％

呼吸器系疾患
１６３人,７％

消化器系疾患
１１７人,５％

その他
９７６人
４０％

不明
４２４人
１７％

計４２６人

心臓疾患
（心筋梗塞、心不全等）

２３３人
５５％

脳疾患
（くも膜下出血、脳内出血等）

４９人
１２％

大動脈瘤及び解離
５３人,１２％

その他
３３人,８％

不明
５５人
１３％

呼吸器系疾患
３人,１％

睡眠時無呼吸
症候群

２人,0.08％



13

国際海上コンテナの横転事故等発生状況等

海コン横転等事故発生状況

横転事故等発生件数 （自動車事故報告規則に基づき報告があったもの） 横転事故等による死傷者数

（件/人）

H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26

死者数 ２人 ２人 ２人 ４人 １人 １人 １人 １人 ３人

重傷者
数

２人 ２人 ０人 ３人 ０人 １人 ０人 １人 ０人

H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4

死者数 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ０人 ２人 ０人

重傷者数 ０人 ０人 ０人 ０人 ２人 ２人 ３人 ３人

6
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輸入コンテナ 輸出コンテナ 死傷者数

○国際海上コンテナの横転事故等の発生件数は近年横ばい傾向。令和４年の事故件数は１０件であり、うち９件は輸入コンテ
ナにより発生している。

○国際海上コンテナの横転事故等による死傷者数は令和元年以降増加。令和４年は重傷者が３名発生しており引き続き事故
防止に向けた取組が必要。


